
令和５年度　事務事業マネジメントシート

款 項 目
2 1 12

１　事務事業の目的・内容

令和4年度 令和5年度 目標方向

1 74,515 76,892 ↑

2 0 0 ↑

3 - - ↑

4
5

1.1 7260 7260 1.15 7590

0 0 0 0 0

②R5年度
に実施し
た取り組
み

R5年10月に南北線のダイヤ改正を行ったほ
か、東部線をイオンモール東員、中部公園
までアクセスできるように延伸した。

④今後の改
善計画

R5年度に実施したルート、ダイヤ
変更に伴う情報発信やIC化の検
討、生活交通を考える会との啓発
活動等を行う。

総合評価 Ⅲ　要改善（少しでも事業内容に改善の余地があり取り組むべき）

（２）事務事業の業務改善について

①R5年度
の改善計
画

R5年10月ルートダイヤの改正にむけ、関係
者との協議、公共交通会議での承認、国へ
の申請、周知啓発を着実に進める。その他
オレンジバスを補完する交通の検討。

③取組の課
題

乗車人員の増加に向けた、情報発
信や利便性の向上。

Ａ町が担うべき 効率性
対象者の適切性 Ａ対象者は適切である

コストの削減 Ａ削減の余地はない

３　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善＜※主管課長記入＞

（１）事務事業についての評価及び今後の方向性

個別評価 必要性

今後の必要性 A 必要性は高まると考えられる 有効性 目標達成度 B達成できなかった

町関与の必要性

人件費（千円）B 7,260 7,260 7,590

内訳
一般職員（人・千円） 1.1

臨時職員（人・千円） 0

財源
内訳

直接事業費Ａ 81,557 86,675 81,851
　　　　　うち一般財源 64,566 70,874 62,186

令和4年度（決算） 令和5年度（決算） 令和6年度（予算）

全体事業費（千円）A+B 88,817 93,935 89,441

新たな技術や移動手段などの取り組み事業数 0 事業 1
オレンジバスを普段利用している町民の割合 - ％ 7

２　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

指標

指標名 令和3年度 単位 令和7年度（目標）

オレンジバスの乗車人員 74,453 人 ↗

事業内容

・オレンジバス３台による運行委託
・地域公共交通会議による生活交通確保維持改善計画の策定と効果検証、ルート・ダイヤ等の検討、地域
公共交通計画に基づく効果検証
・バスロケーションシステムによる利便性の確保と利用者データの把握

政　策 9　持続可能な町の形をつくるために 課名 政策課

施　策 9-3　公共交通網の維持・確保 係名 政策係

事務事業Ｎｏ． 2- 6

事業名 コミュニティバス事業費
会計
一般

事業
目的 対象 通学者と高齢者、障がい者等の交通弱者

目的（対象がどのよ
うな状態になっている

か）

通学者と高齢者、障がい者等の交通弱者が公共交通としてのオ
レンジバスを利用して、移動ができている。


